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第 13 回鎌倉市交通計画検討委員会（以下「検討委員会」という。）を開催しましたので、検討内容につい

てお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

議題(2) 20 の施策の今後の進め方について 
 

 

「鎌倉地域の交通問題の解決に向けた 20 の施策」の進捗状況や主な取組、平成 30 年度以降の進

め方について報告しました。（以下、主な施策を掲載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交 通 計 画 ニュース 

～だれもが安全で快適に移動できる交通体系をめざして～ 

平成 30 年 

2 月発行 

第 7号 

鎌倉市まちづくり景観部交通計画課 

日 時：平成 29年 12 日 1 日（金） 

時 間：午後 2時 00分から午後 4時 00分まで 

場 所：鎌倉市役所 第 3 分庁舎 1階 講堂 

議 題：(1)平成29年度の検討委員会等の取組について 

       (2)20の施策の今後の進め方について 

(3)国土交通省の社会実験の概要と鎌倉市の取組方針 

       (4)歩行者尊重道路の整備優先順位について  

 

 

第 13回 鎌倉市交通計画検討委員会が開催されました！ 

 

検討委員会の様子 

平成 29年度は（仮称）鎌倉ロードプライシングや歩行者尊重道路等の検討を進めます 

歩行者尊重道路 

≪平成 29年度の主な取組≫ 

 今後の整備の進め方や整備優先順位の決め方を検討 

 自動車の速度を抑制するハンプ（凸部）の体験会を実施 

 平成30年度に検討を進める１路線を選定 

≪平成 30年度以降の進め方≫ 

 ワークショップ等を実施し、整備計画を策定のうえ順次整備 

  

  

 、 

（仮称）鎌倉ロードプライシング 

≪平成 29年度の主な取組≫ 

 平成 28年 9月に実施した交通量調査結果等を基礎データと

し、交通渋滞解消や周辺地域への影響等を検証する交通シミ

ュレーションを実施 

 平成29年9月7日に国土交通省の「観光交通イノベーション地域」に選定 

≪平成 30年度以降の進め方≫ 

 平成30年度に課金の詳細等を検討し、実施に向けた計画を作成 等 

 

  

 、 

市役所におけるハンプ体験会

（H30.1.28） 
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議題(3) 国土交通省の社会実験の概要と鎌倉市の取組方針 

 

 

 

 

 

【解説】 

国土交通省では、革新的な情報通信技術を活用して、一定の区域内を走行する自動車に課金をする

エリアプライシングを含む観光渋滞対策に取組んでいくこととしています。 

鎌倉市のこれまでの取組やこの検討委員会での活動が評価され、平成 29 年 9 月 7 日に観光交通イノベ

ーション地域に選ばれました。今後、ICT やＡＩによる人や車の動向把握等の実証実験が行われます。 

鎌倉市では、こうした取組と連携することで、これまで検討してきた（仮称）鎌倉ロードプライシングの検討

課題への対応が進み、実現性が高まると考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年 12 月 12 日に、国土交通省の「第 1 回鎌倉エリア観光渋滞対策実験協議会」が開催

され、本検討委員会の委員である埼玉大学の久保田教授が会長に選任されました。 

今後、既存のデータ等による渋滞状況の分析を進めるとともに、より詳細なデータ分析に向けて

ETC2.0 や AI カメラなどの機器設置を検討することになりました。 

会議資料や議事概要（下記 URL 参照）等が国土交通省横浜国道事務所のホームページで、公開

されています。 

 

 
 

 

平成29年12月12日開催の実験協議会の議事概要等については 

こちらのリンク先をご覧下さい（国土交通省横浜国道事務所にリンク）→ 
http://www.city.kamakura.kanagawa.jp/koutsu/jikkenkyougikai.html 

出典：国土交通省ホームページ 

  国土交通省は、観光地における交通渋滞を把握するため、ICT・AI 等の革新的な技術を

活用し、観光渋滞対策の実験等を行う場所として、鎌倉市を選定しました。 

  鎌倉市では、調査により得られたデータを用いて、渋滞解消策を進めるのに役立てていく

予定です。  

第 1回鎌倉エリア観光渋滞対策実験協議会が開催されました！ 

国が取組む観光交通イノベーション地域に「鎌倉市」が選ばれました！ 
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議題(４) 歩行者尊重道路の整備優先順位について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪歩行者尊重道路の整備の進め方≫ 

 歩行者尊重道路は、まずは１路線の整備をめざし、その取組成果を踏まえ、残りの路線を柔軟にできるだけ

早く進めます。 

 平成3１年度からの整備をめざし、平成29年度は検討を進める１路線を選びます。 

 交通事故の発生件数や自動車の速度、交通量等を調べ、整備優先順位を定めます。 

 整備計画の作成や整備後の効果の確認は、日常的に利用している住民の方と協働で取組みます。 

『歩行者尊重道路』の整備スケジュールを決定しました！ 

鎌倉地域での『歩行者尊重道路』について 

 
歩行者尊重道路とは 

生活道路が抜け道として利用されることにより、歩行者の安全性や居住環境が低下し、市

民生活に悪影響を及ぼしています。歩行者が優先的に通行できる様、自動車を通行しづら

くして、交通量や速度を抑制する道路が歩行者尊重道路です。現在、9 路線（地図上の点

線）について取組んでいます。 

 

 

 

出典：第１回生活道路における物理的デバイス等検討委員会資料 

 

⑤稲村ヶ 崎駅近隣～極楽寺駅～極楽寺切通し ～坂ノ 下に抜ける 道路

⑥佐助一丁目信号～御成中学校前～鎌倉女学院前に抜ける 道路

⑦県道藤沢鎌倉線から 長谷大谷戸交差点に抜ける 道路

⑧御成小学校前交差点から 若宮大路横須賀線高架下付近に抜ける 道路

⑨二の鳥居前交差点から 鎌工会館ビ ルに抜ける 道路

追加した

歩行者尊重道路

平成８年に

位置付けた

歩行者尊重道路 ④江ノ 電長谷駅前道路

③海浜公園～周辺観光拠点間道路（ 海岸公園沿い道路は整備済み都市計画道路のため対象外とする）

②小町大路※鎌倉郵便局前交差点から 小町大路ま で の道路を 追加

①今小路通り

平成 28 年度に 
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歩行者尊重道路整備の進め方 

平成 29年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年度 

 

 

 

 

平成 31年度  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沿道関係者の理解を深めるための市役所内での

ハンプ（凸部）等の紹介・体験会 
※１月28日（日）に実施しました。28名の参加
があり、実際にハンプの上を歩くほか、自動車での
乗車体験などを行いました。 
 

整備優先順位の評価基準による評価 
 

整備する歩行者尊重道路の決定 
 

沿道自治会等との協働による整備計画の決定 
（地元住民によるワークショップの開催） 

 

お問い合わせ先：鎌倉市 まちづくり景観部 交通計画課 
〒248-8686 鎌倉市御成町 18 番 10 号 
TEL:0467－23－3000（内線：2510） FAX:0467－23－8700 
E-mail：koutsu@city.kamakura.kanagawa.jp HP：http://www.city.kamakura.kanagawa.jp 

 
URL：http://www.city.kamakura.kanagawa.jp/koutsu/kentou-iinkai.html 

検討委員会の 

ページはこちら 

古都鎌倉 交通市民憲章（案） 
 

私たちは、先人から受け継いだかけがえのない古都鎌倉の歴史的遺産や風土を、次代に継

承すべく努めてきました。同時に、悪化する交通環境とも闘ってきました。 

特に、古都鎌倉は鎌倉時代からの都市構造を今に残しており、自然的・歴史的環境の保全

と道路整備の両立が難しい状態にあります。休日を中心に来訪車両が集中し、私たちの快適

な生活環境に支障をきたすとともに、移動の自由が奪われている状況です。 

古都鎌倉の歴史的遺産や風土を活かした世界に誇れるまちづくりを進めるために、徒歩と

公共交通を中心とした交通環境をめざし、ここに「古都鎌倉 交通市民憲章」を定めます。 

 

１ 「公共交通が利用しやすく、歩いて楽しい、賑わいと活力のあるまち」 

１ 「子供や高齢者にやさしい、安全・安心なまち」 

１ 「市民と来訪者が共存でき、楽しく触れ合えるまち」 

 

このまちづくりに向けては、私たち自らが過度な自動車利用を控えるとともに、古都鎌倉

の交通に関わりのある多くの人たちの理解を得て、ともに手を携えて進めます。 

 

鎌倉市 

 

 

整 備 着 手 
 

沿道自治会・商店会等との協力意向の確認 

ハンプ イメージハンプ 狭さく 


